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(OP-RAMP)ランプ引き出し勾配計算時の横断勾配変化率の計算内容が分からない。

「ランプ線形のPHA(ノーズ測点)～PHC(ランプ端部測点)の区間長」と「PHA、PHCでのランプ

線形と横断折れ線間の高低差変化量」の比が横断勾配変化率になります。
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　①　PHA～PHCの区間長

　②　PHA～PHNの高低差

　③　PHC～横断折れ線端の高低差

　横断勾配すり付け率　1 / X ＝ (②と③の高低差変化量) / ①
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